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ＪＲ東海労働組合
リニア反対プロジェクト

市民団体（リニア・市民ネット）が山梨県知事に、
リニア中央新幹線に関する要望書を提出！
２月22日、山梨県を中心に活動している市民団体、リニア・市

民ネット（代表・川村晃生）は、リニア中央新幹線構想に関し

て、山梨県知事宛に三点の要望を書面で提出しました。

その内容は、①南アルプストンネル掘削の見直し、②中間

駅設置費用はＪＲ東海の負担とすること、③電磁波被爆、必

要エネルギーに関する情報の公開などとなっています。この

要望に対し、県の代表は、環境保全や電磁波の問題は、環境

アセスメントが実施される段階で影響ないように意見を述べ

ると見解を明らかにし、中間駅の設置費用に関しては、駅は

鉄道施設の一部なので事業者が負担するよう今後も協議して

いきたいという主旨の回答がなされました。

この要望書の提出と県側の回答を見ると、ＪＲ東海の情報

公開に対する不満、中間駅の費用負担の問題などが、市民団

体のみならず、県側にもあることが伝わってきます。会社は、

私たち労働組合からのリニアに関する解明申し入れに対して

も真摯に答えようとしていません。会社が必要と認めた情報

だけをホームページに公開しているだけです。もっと色々な

意見・要望に対して積極的に向き合い、耳を傾け、情報はす

べて開示すべきです。

南アルプスの自然を壊さないで！
世界自然遺産登録は絶望的！


